
＜ご注意＞
この解答は、株式会社建設経営サービス
（KKS)が作成したもので、試験機関による
正式な採点結果を保証するものではありません。
あくまで解答例としてご利用ください。
また、配点及び合格ラインもKKSの予想です。
本解答例の著作はKKSに帰属します。予告なく
内容を変更する場合があります。★予想合格ライン７０点

資本構造の健全性とは、資本の調達と運用における財務

のバランスの良否に関する問題である。まず、資本の調

達においては、自己資本と他人資本とのバランスが大切

である。次に、その運用面では、特に有形固定資産と長

期的な調達資本とのバランスが問われる。資本構造分析

の中核は、総資本に占める自己資本の比率を示す自己資

本比率である。建設業においては、流動資産に占める工

事関連費用（未成工事支出金等）の多さという特徴から

、自己資本比率は他業種よりも一般的に低い傾向にある

。

資本構造と経常的な利益との関係から分析する比率には

金利負担能力がある。これは、営業利益と受取利息配当

金との合計金額が支払利息をどの程度賄っているかを判

定するもので、この比率が１以下の場合は、他人資本コ

ストを経常的な利益以外の財源で負担していることを示

しており、かなり不安定な財務構造を意味している。
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